











































































































































































文学』であった。その翌年四月に慶応義塾大学文学部教授となってさっそく復刊第一号『三田文学』 （大正一五・四）の巻頭評論「プロファヌス」の執筆を起点に、旺盛にエッセイや詩を発表した。しかし実は渡英以前大正八年十二月の『三田文学』に「 「時代 流れに」を読む」という題で竹友藻風の批評を発表しており、以降大正九年一月と十一月号、大正十年一月と七 号にエッセイや批評を発表していた。　
その『三田文学』に帰国後大正十五年の一年間で「失楽園」 （七





















































論』の時代で昭和六 七年だったと語 ている。この時期の西脇は『詩と詩論』を中心として『新潮』 『文学』 『セルパン』などに詩論や評論を活発に執筆していた。北川冬彦は「 「詩と詩論 の思い出」 （ 『昭和文学全集
（（日本詩集』月報、昭和二九、角川書店）にお
二〇〇























































Shylockiade 」 「世界開闢説」 「内面的に
深き日記」 「トリトンの噴水」をあげ、これらの作品は ための実験の如くに詩作されて」 、歴史的 は意味あ も であり、当時の詩 世界 新しい道を拓いた役割を持っている点で興味あるものではあるが、作品自身としては 一つの冒険 終わって」いるとし、また「トリトンの噴水」を除いては失敗に終わ たとしている。木下はこれらの作品が失敗 終わった理由として、 「理論































































































なの 。また「つかれたる鳥 気候は単に簡単なる神秘の虚偽にすぎない心理のおどかしで戸をたたくものの方がまだ恐怖の念に燃えるものであるか のように、単な 装飾を施した詩句の連結であまり意味は い装飾的な文体詩学が見られる。一方この はそのまま詩論にもなり、 「すべて修辞学的判断は論理的認識的現象的象徴的印象的弁証的その他ありと らゆる判断より優れている」 「修辞学はそれ自体のための修辞学であって修辞学を行うことにより詩が本質的なものになる」など詩論めいたくだりが見られる。　
この「 （断片） 」という詩は昭和五年十二月に刊行された『シュ












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に変っているが、この作品の背景となっているシェイクスピアの劇は常 喜劇と悲劇の二つ 要素があり、西脇はこれについて「シェイクスピア劇と思想」 （昭和五十・十、 『日本女子大学紀要』 ）と題した文章で『シェイクスピア劇には悲劇と喜劇 は区別なく混合されている。人間の世界は相反するものの連結で って、悲劇と喜劇との混合によって人間の世界が象徴されている」 述べ いる。西脇は悲劇的要素による「ニヒリスティック」な美を詠ったので なく、悲劇 喜劇の錯綜によるアイロニーを求めたと言えよう。　「紙芝居
Shylockiade 」はタイトルからシェイクスピアの『ヴェニ
スの商人』のパロディであることを前提していて、シェイクスピアの『ヴェニスの商人』を喚起しながら読むことを読者 ている。まず全三六行からなっているプロローグにはヨーロッパ文学の古典に対する警句風 批評が交えられ、また西洋古典のパ ディに富んでおり、十五行目「スフィンクスとアリストファネスにて誓う我が黄金の舌を見よ」では誓っている対象に注目し い。周知 通りスフィンクスはギリシャ神話で旅人に謎をかけて殺す怪物であり、ア

































































































後にも見ることのない独特のスタイルであること、そしてそれ以前の匿名での作品に比べ、ラディカルな詩風から離れ、その後の「ギリシャ的抒情詩」群 つながる土台を築いたことを意味する である。およそ二年三ヶ月に及ぶ匿名時代の最後の作品 して位置する「紙芝居










































































安藤一郎は『超現実主義詩論』 『ヨーロッパ文学』 『輪のある世界』 『現






西脇順三郎 脳髄の日記」 （ 『西脇順三郎全詩集 昭和三八、筑摩書房）
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（（） 「西脇セミナー〈第五回〉 」 （ 『詩学』昭和四二・九）
＊引用に際し、漢字については適宜新字体に改めた。なお、引用文中の「
/ 」
は改行。
